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【町長】 

 

通告順 ３ 
質問 

議員 
上野議員 

質問 

項目 
ふるさと納税の充実策は 

質問 

内容 

 

町長に就任されてから４年が経とうとしています。コロナ禍での重任ご

苦労様でした。４年間の政策の中で税収、取り分けふるさと納税政策につ

いてお聞きしたい。 

コロナ禍にあって、数々の困難はあったと思うが近隣の町との比較で

みると大きな成果を上げられなかったのではないか？税収の減少は町の

事業に大きな影響を及ぼすと思います。ここでしっかり検証して前に進

むことを横山町長に確認させて頂きたい。 

令和元年度からの３カ年合計で比較するとＡ町が７億７千万、件数４

万５千。Ｂ町約１６億円、件数５万８千。Ｃ町約７億２千万円、件数１

万９千。Ｄ町約１５億４千万円、件数１０万６千。沼田町約５億４千万

円、件数２万５千。数字から見る限り沼田町の成果は明らかに他町から

遅れを取っている。取り組みに対して何故この結果になったのかを横山

町長の認識をお聞きしたい。一方「ふるさとチョイス」に限ってみると、

返礼品の数では現時点で沼田町は６０品目、他町では２０品目から５０

品目。納税者にとって魅力ある返礼品がないのかと思われる。最近地元

商店のお菓子セットや焚き火セット、菊芋商品は増えているが、中心は

雪中米、トマト商品が多い。令和４年度の返礼品に於ける商品別実績は？ 

新製品投入の効果？ 今後の対策として、①職員体制の充実、②地元商

店との返礼品開発、③雪中米のアピール策の見直しをどのように考えて

いるかその所信を聞きたい。 

 

①ふるさと納税への考えは 

②４年間のふるさと納税政策上の問題点、課題は、反省点はなかったか？ 

③今後考えられる改善点は？ 

④今後のふるさと納税寄付額の目標額は？ 

 

以上、伺いたい。 
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【町長】 

 

 

通告順 ４ 
質問 

議員 
畑地議員 

質問 

項目 
資格取得者に対する農業支援策を 

質問 

内容 

 

現在の農業者は事業遂行のために資格を多く必要として、取得に多額の

コストをかけています。支援策を講じ、スキルアップした担い手農業者を

多く育てることで、将来の沼田農業の発展にも繋がります。 

 

①  平成２９年の運転免許制度の改正で、高校生が卒業時にマニュアル普

通免許を取得しても、直ぐにトラックやダンプに乗ることが出来なく

なりました。新規で就農する予定なら準中型免許から取得することが

多く、中型、大型を後から取得するケースでは多大な経費がかかりま

す。Ｕターンで就農した時も、大型特殊などは後から取るケースが多

いようです。免許取得支援要件に町立沼田自動車学校を加えれば、自

動車学校の経営にもプラスになると考えます。 

就農支援策のメニューとしてはどうか。 

 

②  ここ数年でラジヘリからドローンに切り替えての散布が急激に増加し

ています、産業用ドローンにも機体ごとに資格が必要で、免許更新や

機種変更時にも資格が必須です。資格取得支援のメニューを検討して

はどうか。 

                    以上、町長の考えを伺う。 




